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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第88期

第３四半期連結
累計期間

第89期
第３四半期連結
累計期間

第88期
第３四半期連結
会計期間

第89期
第３四半期連結
会計期間

第88期

会計期間

自平成21年
３月26日
至平成21年
12月25日

自平成22年
３月26日
至平成22年
12月25日

自平成21年
９月26日
至平成21年
12月25日

自平成22年
９月26日
至平成22年
12月25日

自平成21年
３月26日
至平成22年
３月25日

売上高（千円） 3,273,2853,998,6251,060,7891,404,2144,385,151

経常利益（千円） 181,828 246,430 39,123 89,993 272,855

四半期（当期）純利益（千円） 123,643 140,648 40,787 51,373 144,994

純資産額（千円） － － 2,205,4112,327,2442,226,796

総資産額（千円） － － 3,935,2874,419,4584,056,294

１株当たり純資産額（円） － － 112.69 118.93 113.79

１株当たり四半期（当期）純利益

（円）
6.32 7.19 2.08 2.63 7.41

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 56.0 52.7 54.9

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
384,669 73,425 － － 453,106

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△111,574△166,809 － － △159,292

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△302,961 40,216 － － △292,873

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 83,913 60,877 115,663

従業員数（人） － － 78 80 78

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。 

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式がないため、記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　 

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年12月25日現在

従業員数（人） 80 (78)

（注）　従業員数は就業人員であり、嘱託、臨時従業員数は、当第３四半期連結会計期間の平均人員を(  )外数で記載し

ております。

　

(2）提出会社の状況

 平成22年12月25日現在

従業員数（人） 35 (5)

　（注）　従業員数は就業人員であり、嘱託、臨時従業員数は、当第３四半期会計期間の平均人員を(  )外数で記載しており

ます。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

事業部門の名称

　
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年９月26日
至　平成22年12月25日）

　

前年同四半期比（％）　

繊維事業   

 紡績部門（千円） 679,495 139.2

 テキスタイル・製品部門（千円） 444,596 141.3

合計（千円） 1,124,092 140.0

　（注）１．金額は製造原価によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　見込み生産のため、該当事項はありません。

(3）販売実績

事業部門の名称

　
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年９月26日
至　平成22年12月25日）

　

前年同四半期比（％）

繊維事業   

 紡績部門（千円） 905,725 130.7

 テキスタイル・製品部門（千円） 498,489 135.6

合計（千円） 1,404,214 132.4

　（注）１．前第３四半期連結会計期間及び当第３四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実

績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年９月26日
至　平成21年12月25日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年９月26日
至　平成22年12月25日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

㈱ヤギ 114,325 10.8 122,759 8.7

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。　
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３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）経営成績の分析

　　当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、平成２１年３月を底に順調な回復が続いておりましたが、急激

な円高や長引く消費不振により、回復ペースに不透明感が強まっております。

　　一方、当社グループを取り巻く経営環境につきましては、経済のグローバル化の中で、長期構造不況下にありまし

たが、ようやく衣料繊維分野の業績は、規模的に下げ止まりました。

　　このような状況のもとで、当社グループ紡績部門におきましては、「はやいや～ん」と名づけた小ロット・多品種

・短納期生産販売システムの一層の進化と全国繊維産地巡回展示会開催等による新たな販路開拓に努めました結

果、同部門の売上高は９億５百万円となり、前年同期比２億１２百万円（３０．７％）の増収となりました。テキス

タイル・製品部門におきましても、ニット分野は、当社の得意とするテンセル素材を中心に、国内生産をベースに強

みを生かした商品に特化、織物分野は、テンセル素材等による差別化と中国オペレーションでの優位性強化に努め、

製品分野は、ミセスブランド中心の販売基盤に加えキャリア・ヤング市場への取り組みを進めました結果、同部門

の売上高は４億９８百万円となり、前年同期比１億３０百万円（３５．６％）の増収となりました。

　　以上の結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は１４億４百万円（前年同期比３億４３百万円の増加）となり、

利益面におきましても営業利益は８９百万円（同４９百万円の増加）、経常利益は８９百万円（同５０百万円の増

加）となりました。法人税、住民税及び事業税並びに法人税等調整額計３８百万円を計上しました結果、当期純利益

は５１百万円となり、前年同期比１０百万円の増益となりました。

　　また、財務体質の改善につきましては、有利子負債の圧縮を図りましたが、販売規模回復に伴う運転資金増もあり、

有利子負債は１億８５百万円となり、前連結会計年度末比で７８百万円の増加となりました。

　　

 (2）財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の資産につきましては、前連結会計年度末比３億６３百万円増の４４億１９百万

円となりました。これは主として販売規模回復に伴う売上債権および棚卸資産の増加によるものです。負債につき

ましては、前連結会計年度末比２億６２百万円増の２０億９２百万円となりました。これも主として販売規模回復

に伴う仕入債務の増加および有利子負債の増加によるものです。純資産につきましては、前連結会計年度末比１億

円増の２３億２７百万円となりました。これは主として利益剰余金の増加によるものです。この結果、自己資本比率

は５２．７％となりました。

　

 (3）キャッシュ・フローの状況

　　当第３四半期連結会計期間末の連結ベースの現金及び現金同等物は、６０百万円となり、第２四半期連結会計期間

末比８０百万円減少しました。

　　連結キャッシュ・フローの状況は、次のとおりです。

　

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果使用した資金は、１億１０百万円（前年同期比１億６８百万円の増加）となりました。これは主と

して、税金等調整前四半期純利益（８９百万円）、減価償却費（３５百万円）、等の増加と、売上債権の増加額（１

億円）棚卸資産の増加額（７１百万円）法人税等の支払額（４０百万円）賞与引当金の減少額（２８百万円）等

の減少によるものです。

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は、６２百万円（前年同期比３７百万円の増加）となりました。

これは主として、有形固定資産の取得によるものです。

　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果得られた資金は、９２百万円（前年同期比１億５９百万円の増加）となりました。

これは主として、短期借入金の増加（１億円）と、長期借入金の返済（７百万円）によるものです。
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　 (4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　

　 (5）研究開発活動

当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は１０百万円であります。

なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　該当事項はありません。　
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 39,000,000

計 39,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年12月25日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年２月７日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 19,598,000 19,598,000
大阪証券取引所

市場第二部

単元株式数は

1,000株であり

ます。

計 19,598,000 19,598,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式総
数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高(千円)

 平成22年９月26日～

 平成22年12月25日
－ 19,598 － 731,404－ －

 

（６）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。 
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成22年９月25日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

 平成22年９月25日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式     30,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 19,487,000 19,487 －

単元未満株式 普通株式　　 81,000 －
１単元（1,000株）未

満の株式

発行済株式総数 　　　　 19,598,000  －　 －

総株主の議決権 － 19,487 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が2千株含まれております。また、「議決

権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数2個が含まれております。

 

②【自己株式等】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  平成22年９月25日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

新内外綿㈱
大阪市中央区備後町

三丁目２番６号　
30,000 － 30,000 0.15

計 － 30,000 － 30,000 0.15

　　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 83 88 80 75 83 74 74 74 78

最低（円） 73 75 74 69 70 70 67 67 71

　（注）　最高・最低株価は、大阪証券取引所市場第二部におけるものであります。

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間（平成21年９月26日から平成21年12月25日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成21年３月26日から平成21年12月25日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成22年９月26日から平成22年12月25日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成22年３月26日から

平成22年12月25日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成21年９月26日から平

成21年12月25日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成21年３月26日から平成21年12月25日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成22年９月26日から平成22年12月25日まで）及び当第３四半

期連結累計期間（平成22年３月26日から平成22年12月25日まで）に係る四半期連結財務諸表について、東陽監査法人

による四半期レビューを受けております。

　

EDINET提出書類

新内外綿株式会社(E00536)

四半期報告書

10/23



１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月25日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月25日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 60,877 115,663

受取手形及び売掛金 ※
 1,255,572 1,080,515

商品及び製品 371,830 299,202

仕掛品 50,484 48,578

原材料及び貯蔵品 295,337 112,425

繰延税金資産 22,850 33,648

その他 31,773 32,771

貸倒引当金 △1,434 △1,445

流動資産合計 2,087,292 1,721,360

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,777,953 1,788,643

減価償却累計額 △1,480,259 △1,495,869

建物及び構築物（純額） 297,694 292,773

機械装置及び運搬具 1,966,742 1,948,361

減価償却累計額 △1,788,817 △1,730,839

機械装置及び運搬具（純額） 177,924 217,522

土地 1,702,657 1,702,657

その他 156,909 122,572

減価償却累計額 △120,661 △111,361

その他（純額） 36,247 11,210

有形固定資産合計 2,214,523 2,224,163

無形固定資産 648 648

投資その他の資産

投資有価証券 3,010 3,197

長期貸付金 3,184 3,282

繰延税金資産 89,930 82,464

その他 25,384 24,376

貸倒引当金 △4,516 △3,200

投資その他の資産合計 116,993 110,121

固定資産合計 2,332,166 2,334,933

資産合計 4,419,458 4,056,294
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月25日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月25日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 776,122 603,017

短期借入金 148,664 106,700

未払法人税等 60,490 5,083

賞与引当金 10,574 38,534

その他 140,693 175,153

流動負債合計 1,136,544 928,489

固定負債

長期借入金 37,004 －

退職給付引当金 218,613 200,955

長期未払金 9,000 9,000

再評価に係る繰延税金負債 691,052 691,052

固定負債合計 955,670 901,008

負債合計 2,092,214 1,829,497

純資産の部

株主資本

資本金 731,404 731,404

利益剰余金 587,925 486,415

自己株式 △2,967 △2,825

株主資本合計 1,316,361 1,214,994

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △837 △399

繰延ヘッジ損益 672 1,154

土地再評価差額金 1,011,047 1,011,047

評価・換算差額等合計 1,010,882 1,011,802

純資産合計 2,327,244 2,226,796

負債純資産合計 4,419,458 4,056,294
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年３月26日
　至　平成21年12月25日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年３月26日
　至　平成22年12月25日)

売上高 3,273,285 3,998,625

売上原価 2,566,902 3,197,603

売上総利益 706,383 801,022

販売費及び一般管理費 ※
 516,508

※
 551,156

営業利益 189,874 249,865

営業外収益

受取利息 1,675 1,129

受取配当金 69 101

その他 1,808 1,915

営業外収益合計 3,553 3,147

営業外費用

支払利息 3,217 1,572

手形売却損 3,494 2,553

賃貸収入原価 2,385 －

為替差損 1,103 2,013

その他 1,399 443

営業外費用合計 11,599 6,582

経常利益 181,828 246,430

特別損失

固定資産除売却損 300 1,534

事業構造改善費用 4,302 －

特別損失合計 4,603 1,534

税金等調整前四半期純利益 177,225 244,896

法人税、住民税及び事業税 44,001 100,287

法人税等調整額 9,580 3,960

法人税等合計 53,581 104,248

四半期純利益 123,643 140,648
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年９月26日
　至　平成21年12月25日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年９月26日
　至　平成22年12月25日)

売上高 1,060,789 1,404,214

売上原価 841,629 1,122,923

売上総利益 219,160 281,291

販売費及び一般管理費 ※
 179,243

※
 191,574

営業利益 39,916 89,717

営業外収益

受取利息 230 331

為替差益 1,116 858

その他 612 535

営業外収益合計 1,959 1,725

営業外費用

支払利息 644 573

手形売却損 767 727

賃貸収入原価 795 －

その他 545 147

営業外費用合計 2,752 1,449

経常利益 39,123 89,993

特別損失

固定資産除売却損 57 －

事業構造改善費用 4,302 －

特別損失合計 4,360 －

税金等調整前四半期純利益 34,763 89,993

法人税、住民税及び事業税 △13,090 25,156

法人税等調整額 7,066 13,463

法人税等合計 △6,023 38,620

四半期純利益 40,787 51,373
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年３月26日
　至　平成21年12月25日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年３月26日
　至　平成22年12月25日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 177,225 244,896

減価償却費 71,126 97,031

貸倒引当金の増減額（△は減少） 137 1,305

退職給付引当金の増減額（△は減少） 16,006 17,658

投資損失引当金の増減額（△は減少） △24,939 －

賞与引当金の増減額（△は減少） △26,144 △27,960

受取利息及び受取配当金 △1,744 △1,231

支払利息 3,217 1,572

為替差損益（△は益） △102 1,618

有形固定資産除売却損益（△は益） 300 1,534

事業構造改善費用 4,302 －

売上債権の増減額（△は増加） 82,832 △175,056

たな卸資産の増減額（△は増加） 183,044 △257,446

未収入金の増減額（△は増加） 43,420 △6,001

その他の資産の増減額（△は増加） 16,891 △4,332

仕入債務の増減額（△は減少） △6,427 199,883

未払金の増減額（△は減少） 15,757 △12,783

未払費用の増減額（△は減少） 6,505 13,306

その他の流動負債の増減額（△は減少） 11,324 14,243

小計 572,732 108,239

利息及び配当金の受取額 1,744 1,231

利息の支払額 △2,815 △1,581

法人税等の支払額 △186,991 △43,948

法人税等の還付額 － 9,484

営業活動によるキャッシュ・フロー 384,669 73,425

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △111,609 △166,411

投資有価証券の取得による支出 △517 △549

長期貸付金の回収による収入 94 97

その他 457 53

投資活動によるキャッシュ・フロー △111,574 △166,809

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △135,000 28,000

長期借入れによる収入 － 80,000

長期借入金の返済による支出 △129,400 △29,032

自己株式の取得による支出 △109 △142

配当金の支払額 △38,452 △38,608

財務活動によるキャッシュ・フロー △302,961 40,216

現金及び現金同等物に係る換算差額 102 △1,618

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △29,763 △54,786

現金及び現金同等物の期首残高 113,677 115,663

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 83,913

※
 60,877
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　　　当第３四半期連結累計期間（自　平成22年３月26日　至　平成22年12月25日）

　　　該当事項はありません。

【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年３月26日
至　平成22年12月25日）

１．一般債権の貸倒見積高の算定方法 　当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定し

たものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績

率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

２．法人税等並びに繰延税金資産及び繰

延税金負債の算定方法

　法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目

を重要なものに限定する方法によっております。

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営

環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、

前連結会計年度において使用した将来の業績予想やタックス・プランニング

を利用する方法によっております。　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　当第３四半期連結累計期間（自　平成22年３月26日　至　平成22年12月25日）　　　

　　　該当事項はありません。　

【追加情報】

　　　当第３四半期連結累計期間（自　平成22年３月26日　至　平成22年12月25日）　　　

　　　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月25日）

前連結会計年度末
（平成22年３月25日）

※　期末日満期手形の会計処理については、手形交換日を

もって決済処理しております。

　　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日

であったため、次の期末日満期手形が、期末残高に含まれ

ております。

　　　受取手形　　　　　　　　　　　　　19,182千円

                     ──────

　

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年３月26日
至　平成21年12月25日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年３月26日
至　平成22年12月25日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給与 189,580千円

支払運賃 48,101 

賞与引当金繰入額 5,128 

福利費及び厚生費 32,306 

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給与 203,031千円

支払運賃 53,129 

賞与引当金繰入額 5,806 

福利費及び厚生費 35,701 

　

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年９月26日
至　平成21年12月25日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年９月26日
至　平成22年12月25日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給与 61,630千円

支払運賃 16,158 

賞与引当金繰入額 5,128 

福利費及び厚生費 11,177 

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給与 66,967千円

支払運賃 19,370 

賞与引当金繰入額 5,806 

福利費及び厚生費 12,022 

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年３月26日
至　平成21年12月25日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年３月26日
至　平成22年12月25日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年12月25日現在） （平成22年12月25日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 83,913

現金及び現金同等物 83,913

 

 （千円）

現金及び預金勘定 60,877

現金及び現金同等物 60,877
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（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月25日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成22年３月26日　至　

平成22年12月25日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　19,598,000株 

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　30,512株　

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。 

 

４．配当に関する事項

  （1）配当金支払額
 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月18日

定時株主総会
普通株式 39 2 平成22年３月25日平成22年６月21日利益剰余金

 （2）基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末日後となるもの 

　該当事項はありません。

５．株主資本の著しい変動に関する事項

　　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。　

　

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年９月26日　至　平成21年12月25日）及び当第３四半期連結会計期間（自

　平成22年９月26日　至　平成22年12月25日）

当社グループは、専ら繊維事業及びこれに付帯する事業を営んでいますので、事業の種類別セグメント情報は記

載しておりません。 

 

前第３四半期連結累計期間（自　平成21年３月26日　至　平成21年12月25日）及び当第３四半期連結累計期間（自

　平成22年３月26日　至　平成22年12月25日）

当社グループは、専ら繊維事業及びこれに付帯する事業を営んでいますので、事業の種類別セグメント情報は記

載しておりません。 

 

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年９月26日　至　平成21年12月25日）及び当第３四半期連結会計期間（自

　平成22年９月26日　至　平成22年12月25日）

在外連結子会社及び在外支店がないため、所在地別セグメント情報は記載しておりません。 

 

前第３四半期連結累計期間（自　平成21年３月26日　至　平成21年12月25日）及び当第３四半期連結累計期間（自

　平成22年３月26日　至　平成22年12月25日）

在外連結子会社及び在外支店がないため、所在地別セグメント情報は記載しておりません。 

　

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年９月26日　至　平成21年12月25日）及び当第３四半期連結会計期間（自

　平成22年９月26日　至　平成22年12月25日）

海外売上高が、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

 

前第３四半期連結累計期間（自　平成21年３月26日　至　平成21年12月25日）及び当第３四半期連結累計期間（自

　平成22年３月26日　至　平成22年12月25日）

海外売上高が、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 
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（有価証券関係）

　当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月25日）

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

　せん。

 

（デリバティブ取引関係）

　当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月25日）

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。

 

（ストック・オプション等関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年９月26日　至　平成22年12月25日）

該当事項はありません。

　

（企業結合等関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年９月26日　至　平成22年12月25日）

該当事項はありません。

　

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月25日）

前連結会計年度末
（平成22年３月25日）

１株当たり純資産額 118.93円 １株当たり純資産額 113.79円

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年３月26日
至　平成21年12月25日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年３月26日
至　平成22年12月25日）

１株当たり四半期純利益 6.32円
 

１株当たり四半期純利益 7.19円
 

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益額について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益額について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年３月26日
至　平成21年12月25日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年３月26日
至　平成22年12月25日）

四半期純利益（千円） 123,643 140,648

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 123,643 140,648

期中平均株式数（株） 19,570,378 19,568,513
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前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年９月26日
至　平成21年12月25日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年９月26日
至　平成22年12月25日）

１株当たり四半期純利益 2.08円
 

１株当たり四半期純利益 2.63円
 

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益額について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益額について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年９月26日
至　平成21年12月25日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年９月26日
至　平成22年12月25日）

四半期純利益（千円） 40,787 51,373

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 40,787 51,373

期中平均株式数（株） 19,569,998 19,567,493

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

（リース取引関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年９月26日　至　平成22年12月25日）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年２月２日

新内外綿株式会社

取締役会　御中

東陽監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 遠藤　富祥　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 野邊　義郎　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 久貝　陽生　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている新内外綿株式会社の

平成21年３月26日から平成22年３月25日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年９月26日から平成21年

12月25日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年３月26日から平成21年12月25日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、新内外綿株式会社及び連結子会社の平成21年12月25日現在の財政状態、同

日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年２月３日

新内外綿株式会社

取締役会　御中

東陽監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 遠藤　富祥　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 野邊　義郎　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 久貝　陽生　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている新内外綿株式会社の

平成22年３月26日から平成23年３月25日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成22年９月26日から平成22年

12月25日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成22年３月26日から平成22年12月25日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、新内外綿株式会社及び連結子会社の平成22年12月25日現在の財政状態、同

日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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